
最上町 地域おこし協力隊 

TEAM：Trova! 
(メンバー) 

☆宮本 浩 

☆岸  優太 

☆鈴木 天民  

☆玉浦 翔平 

☆玉手 孝行 
 

“Trova（トローバ）”とは、イタリア語で「見つける」 

最上町にある魅力を見つけて発信していくという思いを込めました 

 



 
 

①(開けてビックリ!玉手箱のタマテ  玉手 孝行) 
☆社会の問題を解決すると同時に、新しい価値を創出し、 
 画期的な仕組みをつくること。 
☆地域社会で稼げる仕事を創り出し、社会起業家なる 

②(最年少２３歳 “地域あらし”玉浦 翔平) 
☆社会人としてより地域社会に貢献できる人材となり、 
 己の存在価値を高めるために隊員に着任 
☆協力隊という立場を最大限に活用し、知見を深めていく 



⑤(Uターン者の視点!  岸 優太) 
☆最上町の資源を商品化し、販売・集客の仕組み構築 
☆四季ごとに町の特性を活かしたイベントの実施 

④(培った経験を地方で活かす！鈴木 天民) 
☆活動終了後、持続可能な仕組みを残す 
☆協力隊活動を経験し地域社会で起業する 
  術を習得する 

③(人と人を結びたい! 宮本 浩) 
☆町内外の人が愛して住みたくなる仕掛けを提供していく 
☆人と人を結びつけ、人・町を元気にする仕事の新しいスタ
イルを確立させる 



 “スローガン” 

①地域おこし協力活動を心から楽しむ！ 

②よそ者・若者・バカ者の視点と価値を大事に! 

③各々の夢・目標・思いをカタチにしていく！ 

 

  

①隊員の社会的生産性を高めるために、 
 定例で活動報告会を開催すること 
②週１でミーティングを実施し、 

 協力・連携を図り地域の広域で活動すること 
③協力隊オリジナルのイベントを開催すること  



情報発信 



 

ITSの活用の価値を活動開始から認知し隊員独自で 

Ｆａｃｅｂｏｏｋページを開設。活動を情報発信する 

⇒現在、「いいね」ファンが１８４名 

⇒週間約1,300名が閲覧中 
 



ブログ開設 
（5/1～10/23現在 訪問者数10,196  PV28,036） 

ﾌﾞﾛｸﾞ活用による情報発信で、 
①イベント参加のオファー 
②ＴＶ取材の機会創出 
③最上町、協力隊のファン獲得など 
効果的な付加価値を生んでいる。 

 
URL 
http://www.mogami.tv/chiikiblog/ 



独自のドメインを作成  

地域のイベントや伝統芸能
などの動画を世界に発信 



 活動実績 
2013年１０月現在 



はなさけちびっこガーデン！！ 

～協力隊プロジェクト～ 

①児童、自ら花や野菜を育て、収穫し、日常生活で利用することによって 

 収穫の喜びや感謝の気持ちを育む  

②地域住民との協働作業によって、地域住民との交流を図り、高齢者の 

 知恵、技術を体験学習し、尊敬の気持ちを育む 

③新しいプロジェクトに挑戦する機会を提供することで、主体的な行動を 

 とれる人材育成を図る 

目的 



（活動内容の流れ） 

①事業計画作成 → 提案 

②保育所側との打ち合わせ 
→ 合計２０回 

③耕作、作付、雑草処理、 

  収穫など  

→ 作業回数 合計１５回 

④地域住民との打ち合わせ 

→ 合計５回 



地域住民と園を“つなぐ”企てを起こし、 
子どもたちが楽しめる工夫をこらす 



•ちびっこガーデンの活動をきっかけに、大堀保育所周辺集落の
老人会やサロンの方々との交流を創出することができた！ 

•さらに、『ちびっこガーデン』の活動だけではなく、保育所独自
の行事などでも積極的に交流が行われるようになった！ 

 

成果発表！ 



ふるさと納税 



ふるさと納税ＵＰへの取組み（１） 

●目的・・・①自主財源の確保 ②町の特産品のＰＲ 
ふるさと納税
PRの強化 

自主財源 

の確保 

更なる 

まちづくりに 

活用 

・24年度の最上町の実績は件数で10件/年(27位/35市町村)、 

金額で64万円/年(31位/35市町村)にとどまる。 

・ふるさと納税をUPさせることで、自主財源を確保できれば、 

地域活性化の財源として活用可能。 

●ふるさと納税ＵＰって、何？・・・町外の方から寄附（ふるさと納税）という形で、 

 町を応援してくれる人を増やす取り組み。ふるさと納税してくれた方にはお礼品として 

 町の特産品を贈っている。 

●メリット 

・納税者・・・次年度の所得税や住民税控除が受けられる上に、町の特産品をもらえる。 

・町（行政）・・・自主財源が確保できる。 

・町（生産者）・・・町の特産品がお礼品として贈られることで収入ＵＰ！ 
みんなが 
Ｗｉｎ－Ｗｉｎ 



ふるさと納税ＵＰへの取組み（２） 

●実施した施策 
・町ＨＰでのふるさと納税専用のＰＲページを作成。 

●今後の施策 

 

・クレジット決済（Yahoo!公金支払い）への対応（12月開始予定） 

 

・納税者へのお礼品(町の特産品)の充実 

  ⇒同時に町内の特産品のPR効果も狙っている。 

http://mogami.tv/machizukuri/chiiki-zukuri/furusato-tax/ 

・お礼品（町の特産品）の生産者の声のPRページの作成。 

 ・・・生産者の声を納税者に繋げる取り組みにより、 

    最上町への応援者を増やしたい。 

・広報活動（PR用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成と配布、 

 ポータルｻｲﾄ等への掲載、過去の寄付者へのPRの実施） 

●成果 7/18ＨＰ公開後、約3カ月で936件の寄付申し込み
あり（前年比94倍）。入金済金額8,096千円。 

http://mogami.tv/machizukuri/chiiki-zukuri/furusato-tax/
http://mogami.tv/machizukuri/chiiki-zukuri/furusato-tax/
http://mogami.tv/machizukuri/chiiki-zukuri/furusato-tax/
http://mogami.tv/machizukuri/chiiki-zukuri/furusato-tax/
http://mogami.tv/machizukuri/chiiki-zukuri/furusato-tax/


●納税者様から届いたメッセージ（一部紹介） 

・山形の人の優しさ・・・暖かさに驚きました。 食べ物も美味しいし、また行きたいです！ 
・梅雨末期の雨は大丈夫ですか。自然が相手の農産物は本当に大変だと思いますが、すばらしい品質 
 の国産を守っていくために頑張ってください。 
・健康福祉ツーリズムのプログラム開発に期待します。 農業、林業、酪農の６次産業化も進めてほしい。 
・私の生まれ育った環境と似ていて、巨樹・巨木に癒されます。少しですが町の発展に役立ててください。 
・学生時代には赤倉温泉スキー場に毎年行っていました。スキーといえば赤倉という感覚が今でも残って 
 います。またお邪魔することがあると思いますが、当時のままの温かい町であって頂きたいと思います。 
・今まで十数回全国を転勤してきて、地方部は特に“住めば都”を肌で感じてきました。 
 特に山形には4年間も住みましたので、山形県の皆様のために少しでも貢献できればと思いました。 
 応援しております。 
・緑の町というだけあって豊かな自然がたくさんですね。特に前森高原がとても素敵な場所だと思いま 
 した。暑い夏にはこんな高原でのんびり過ごしたいものです。50年先も100年先もこの緑豊かな自然が 
 体験できるようなまちづくり頑張ってください！ 
・「さとやま学校」に参加し、町の担当の方や地域の農家の方々に大変お世話になり、楽しい体験を 
 させてもらいました。そのお礼の思いを込めて、ふるさと納税をします。 
・最上町の、ふるさと納税が充実したものとなり、感激しています、町の発展の一助となることを期待 
 しています。 
 



最上町伝統芸能（瀬見） 
義経 弁慶太鼓 
継承活動 

瀬見地区に伝承されてきた「義
経・弁慶太鼓」。瀬見の歴史と
魅力を表現し、地域のコミュニ
ティ形成、人材育成、地元愛育
成など重要な意味と価値を成
す組織。 

しかし、少子高齢化と人口減少
の影響で活動人数が減少。 

継承の一端を担うべく隊員が
構成メンバーとして活躍中。 

１０月現在、２回発表中。 



行政と地域コミュニティをつないだ 
コーディネートが、食育プロジェクトに！！ 
行政サイドの企画を具現化するために
地域コミュニティ組織への依頼と支援。 

具現化した資源を食育の一環として 

活用中。地域の未来創造に貢献中。 



“デザイン”による地域おこし活動 

ロゴをデザインする 
ことによって、 
新しいアイデア 
創出に発展！ 

“販売”の意思と意欲
への新しい価値のきっ
かけとなるPOP作成。 

 
仙台百貨店での使用へ

と発展！ 

地域資源を磨き、輝かせる!
魅力をPRすること! 



町外の農業・林業に興味持って
いる方を対象とした 

無料の農林業体験ツアー 

最上町の農業・林業などを知って
もらい移住につなげたい 

もがみ里山学校の運営 







今後のもがみ里山学校について 

 
来年以降も継続して取り組み 

 
最上町のＰＲ・定住につなげ
る里山ツーリズムにしていく 

 



僕たちがやりたいこと 
 
僕たちができること 
 
地域が求めていること 



活かしてもらう“人財”になるために 
◎やりたいことを言葉にして伝えること 

◎情報発信を明確に行い、届けること 
◎協働してプロジェクトを創り上げること 

◎任せてもらえる立場を構築すること 



ひとつのイベントで地域と協力隊が協働・ 
コラボレーションして未来創造を図る 

素敵なアイデアを共有して、ブレスト 
すること。そして、具現化していく行動を
協働で起こしていくこと。 

成果・結果が見えてくれば、協力隊と協働
してモノゴトを起こしたい人材・集落が 
増えていく。気づきをプレゼントしたい。 



そして、 
地域を巻き込んだ  プロジェクトへ展開 

 

地域の“困りごと”。 

それを、 

カタチにする行動を 

協働でやる価値。 
 



赤倉温泉 豆・栗名月 
～竹akari プロジェクト～ 

巻き込み① 

地域住民の竹林を一緒に間伐する 

巻き込み② 

旅館部会のメンバーと一緒に作業！ 



目に見える成果・結果を出せれば“巻き込み”を
おこせる！それが“協働”の地域づくりへと成る。 

巻き込み③ 

“協働作業”をカタチとして結果に出す 

巻き込み④ 

人に感動を与え、“参加型”に展開する 



豆名月から、栗名月でおきた変化 

巻き込み⑤ 

地元幼稚園を巻き込んだプロジェクへ 

巻き込み⑥ 

子どもが参加すれば、親族も参加へ 



元気な人が集まる場に  人が集まる 
笑顔があふれる場に  人が集まる 
楽しい人が在る場に  人が集まる 



部外者である地域おこし協力隊の役割 

「よそ者」という立場を活かし、地域の「刺激」と「火付け役」になる 

自分達の住む地域について考える「きっかけ」を創りだす 

 ⇒地域の未来を本音で語れる環境作り 

地域を巻き込み、バラバラの「問題意識」や「潜在的やる気」を 

  住民主体の「実感の伴う」活動にする 

⇒「正解」がない中で「納得解」を創出する協力 

最上だからこその「資源」と「強み」を再発見し、 
オンリーワンの「魅力」として発信する 

⇒地域の誇りや尊厳を認識し郷土愛を育むための協力 

※住民一人ひとりの潜在的ニーズ・思い・ビジョンを 
具体的な「カタチ」にする協力 



地域おこし協力隊の社会的生産性向上の条件 

具体的な「まちづくり」「地域おこし」を考えているのか、受入側は明確なビ
ジョンを持ち、隊員本人も明確なビジョンとミッションを持つ。 

地域の「現状」と「理想像」との間に在る課題を改善していくため、内部者・
外部者各々に何を求めるのか、達成する役割と位置づけを明確にする。 

実行しながら変化していくことが大前提とはいえ、 
本人が来た段階でしっかりとやるべき方向を示す必要性がある。 

                 「地域」「行政」「協力隊」 
     三者の思いがシンクロしてこそ、制度の威力が発揮される 



あなたの「ほしい未来」は どんな未来ですか？ 
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